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令和４年度「授業改善推進プラン」（全体計画）
板橋区立板橋第八小学校

■児童の学力の状況 ■授業革新推進に向けた、指導上の課題

○学習に真面目に取り組む児童が多いが、基礎的・基
  本的内容の定着に課題があり、互いに考えを話した
  り、伝え合ったりする活動でも、個人差が大きい。
○昨年度の「全国学力調査」や校内で実施した実態調
  査の結果から、国語の読むこと、思考・判断・表現
  の領域において、更に定着を図っていく必要があ
  る。また、文章を読み取る力に課題があり、個別に
  支援の必要な児童も見られる。

○制限のある中協働的な学習に取り組んでいるが、自
  分の考えに自信をもてない児童もおり、全体での話
  合い活動が十分にできないことがある。
○文章などで自分の考えをきちんと表現できない児童
  が少なくないため、書かせる活動を充実していく必
  要がある。
○タブレットPC等のＩＣＴ機器が導入され活用してい
  るが、さらに機能を生かした授業ができるよう、研
  修と実践を深めていく必要がある。

教員の指導力向上

■学校経営方針より（学力向上に関わる内容から）

○授業規律・学習ルールを徹底するとともに、指導方法の改善を通して児童の学力向上を図る。
○全教科・領域において言語活動の充実を図るとともに、読みの力や読み解く力の育成を通して学力の向上を目指す。
○電子黒板、タブレットＰＣ等のＩＣＴ機器を授業で積極的に活用し、授業改善や児童のＩＣＴ活用能力の向上を図
  る。
○指導と評価と支援の一体化を図り、基礎的・基本的な内容の定着を図る。
○問題解決的な学習や協働学習などを通して、「主体的・対話的で深い学び」を進め、自ら調べて考え、表現する力
　を伸ばす。

■授業革新推進に向けての具体的な方策

問題解決型・探究型の授業 協働学習の導入 指導と評価と支援の一体化

○学習の土台を「話の聴き方」「イス
　は４本脚ですわる」とするなど、授
　業規律を徹底する。また、「はい
　(返事)」「立つ(起立)」「です(言
　葉遣い)」などの学習ルールを徹底
　する。
○「はちっこ１０の約束」（当たり前
　のこと１０か条）を家庭・地域とも
　連携を図りながら、全教職員で徹底
　を図り、「当たり前のことが当たり
　前にできる」ようにする。

○全学級で一人一端末やICT機器を効果的
　に活用し、重要な部分を拡大して提示
　したり、児童の考えの共有化を図った
　りする。
〇教室環境のユニバーサルデザインに努
　める。

○教職員の課題に応じ、板橋区教育支
　援センター主催の研修に積極的に参
　加するとともに、研究推進・学力向
　上部主催のミニ研修会等で校内ＯＪ
　Ｔを推進し、教員の指導力の向上を
　図る。
○板橋区教科等指導専門官の公開授業
　に参加し、指導力向上に努める。
〇校内でＩＣＴ研修を実施し、効果的
　なＩＣＴの活用能力の向上を図る。
〇校内での授業研究を積極的に行い、
　授業改革を常に念頭に置きながら授
　業を計画していく。
〇OJTの一貫として互いに授業を見合
　い自身の授業力向上に努めさせる。

○各教科の授業において「質の高いめ
　あての提示」→「自力解決」→「対
　話的な学び」→「振り返り」という
　学習の流れを定着させる。
〇「振り返り」は各自にとってのポー
　トフォリオとなるようにしていく。

○ペアや小グループなどで話合う学習形
　態を取り入れ、児童が集団で意見を共
　有する学習活動を多く取り入れる。
〇タブレットソフトを使った協働学習形
　態の工夫を取り入れる

○本時の具体的な「めあて」を提示
　し、一単位時間の学習について明示
　させていく。
〇児童がめあてに対しての振り返りを
　行う時間を毎時間設定する。

■いたばし学び支援プラン２０２５の実現に向けた取組

授業におけるマナー・ルールの徹底 学習環境の充実


